
平成29年6月定例会　議案等に対する賛否について
※表中の見方：「○」＝賛成　「×」＝反対　「―」＝当該案件採決時に議場不在

※議長は表決に加わらないため、「／」としています。
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議案第８２号 平成２９年度富山市一般会計補正予算（第２号） 6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８３号
平成２９年度富山市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算
（第１号）

6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８４号 平成２９年度富山市水道事業会計補正予算（第１号） 6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８５号 平成２９年度富山市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８６号
富山市職員の退職手当支給条例の一部を改正する条例制定
の件

6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８７号 富山市市税条例の一部を改正する条例制定の件 6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８８号 富山市公民館条例の一部を改正する条例制定の件 6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８９号
富山市牛岳温泉健康センター等条例の一部を改正する条例制
定の件

6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９０号
富山市農業委員会の委員の定数を定める条例の一部を改正す
る条例制定の件

6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９１号
富山市道路に設ける案内標識等の寸法を定める条例の一部を
改正する条例制定の件

6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９２号 工事委託契約締結の件（富山港線軌道施設（その３）工事業務） 6/20 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９３号
工事請負契約締結の件（奥田北小学校大規模改造（その１）主
体工事）

6/20 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９４号
工事請負契約締結の件（堀川保育所・富山方面団堀川分団器
具置場改築主体工事）

6/20 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９５号
工事委託変更契約締結の件（富山港線軌道施設（その２）工事
業務）

6/20 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９６号 損害賠償の額を定める件 6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９７号 土地取得の件（第２期呉羽南部企業団地用地） 6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９８号 訴えの提起の件 6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【市長提出議案】

議決結果議決日件　　　名議案番号

日本
共産党
（２人）

自由民主党
（22人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

会派 誠政
（２人）

光
（２人）

日本維新
の会
（２人）

フォー
ラム38
（１人）
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【議員提出議案】
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議員提出議案
第１０号

精神障害者に対する交通運賃割引制度の適用を求める意見書 6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第１１号

ギャンブル等依存症対策の抜本的強化を求める意見書 6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第１２号

山岳遭難者救助対策の推進を求める意見書 6/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第１３号

「改正組織犯罪処罰法」の廃止を求める意見書 6/20 否決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

（賛成討論要旨／社会民主党議員会・東議員）
政府は、多くの国民の「『共謀罪』反対」の叫びに耳を傾けることなく、強引
に可決・成立させた。
政府は、テロ対策や東京五輪・パラリンピックを口実に国民を納得させよう
としてきた。しかし、「組織的犯罪集団」や「準備行為」の定義が曖昧で一般
市民が捜査対象になる恐れがあり萎縮効果をもたらす、公権力がプライバ
シーに踏み入り内心の自由や言論・表現の自由を侵す恐れが大きいな
ど、さまざまな懸念や疑問は、参議院での審議を通じても深まるばかりで
あった。
　また、「改正組織犯罪処罰法」は、会社法や法人税法、所得税法、特許
法、金融商品取引法など、企業や経済に関わる法律も含まれ、経済にも大
きなリスクとなる。
従って、社民党議員会は、「改正組織犯罪処罰法」の廃止を求める意見書
に賛成するものである。

議員提出議案
第１４号

富山市議会政務活動費（政務調査費）の不正取得の全容を解
明し、不正を根絶することを誓う決議

6/20 否決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ×

（反対討論要旨／自由民主党・柞山議員）
昨年１２月定例会において、我々議会は、議員報酬等に関する条例の一
部改正を廃止する条例案を可決した。
この際、共同提案者である自由民主党、公明党、日本共産党、自民党新
風会、民政クラブ、光の６会派を代表して、五本議員が提案理由の説明に
立ち、政務活動費の不正受給について「重ねて深くお詫びを申し上げま
す。誠に申し訳ありませんでした」と深々と頭を下げ謝罪した上で、深い反
省から、政務活動費のあり方検討会などにおいて、不正のない清潔で市民
に開かれた議会となるよう、不正の全容解明と議会改革に積極的に取り組
み、議会が一丸となって、市民の皆様の議会に対する信頼回復に努めて
いく決意を述べている。
私達はこのことを大変重く受け止めており、本議案は、この６会派を代表し
ての議員の発言を甚だ軽視するものであり、賛成できない。

（賛成討論要旨／社会民主党議員会・岡部議員）
富山市議会では、政務活動費の不正取得により12名もの議員が辞職する
という異例の事態が発生し、11月には補欠選挙が実施され、補選後にさら
に2名が辞職する中、4月の本選挙におけるテレビ局の有権者調査では、
候補者の政策で何を重視するかの問いに対し、「議会改革」や「政務活動
費の不正対策」は「医療・福祉対策」に次いで二番目に挙げられていた。
政務活動費の全容解明と、二度と不正のない富山市議会となることを、多
くの市民のみなさんが期待しているものと言える。
公金である政務活動費を不正に取得したと疑われるすべての案件の全容
を解明し、二度と不正のない「市民に信頼される議会」へ改革をすすめるこ
とが、市民の負託に応えることではないか。議員各位の良識ある判断を期
待し、社会民主党議員会からの賛成討論とする。

議決結果議決日件　　　名議案番号

自由民主党
（22人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

フォー
ラム38
（１人）

日本
共産党
（２人）

会派 誠政
（２人）

光
（２人）

日本維新
の会
（２人）
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平成２９年分
請願第５号

市民を監視し、抑圧する「テロ等準備罪」を導入する「組織的犯
罪処罰法改正案」に反対する意見書採択を求める請願

6/20 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×

（賛成討論要旨／日本共産党・小西議員）
「改正組織犯罪処罰法」は『共謀罪』と呼ばれ、６月１５日早朝に委員会の
裁決を抜き、本会議で自民、公明、維新などの強行採決で成立されたもの
である。　『共謀罪』法は思想・良心の自由を保障した憲法19条に反する違
憲立法である。　国民の不安と批判が広がる中での、なりふり構わない追
い詰められての暴挙で、これ以上ない議会制民主主義の破壊で、国民・市
民は納得していない。
　日本ペンクラブ、法律家、ジャーナリスト、各地の弁護士会、消費者団
体、科学者団体、宗教団体など広範な団体から反対の声明が出されてい
る。
　安倍内閣が進める「海外で戦争する国づくり」と一体である。
　『共謀罪』法は廃止して日本の政治に立憲・民主・平和主義を取り戻そう
ではないか。
　請願を採択していただき、国への意見書の提出をお願いして賛成討論と
するものである。

平成２９年分
請願第６号

一般質問における持ち時間の議員個人への割当て等を求める
請願

6/20 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

（賛成討論要旨／日本共産党・赤星議員）
「一般質問」とは、議員がその市町村の行財政全般にわたり執行機関に疑
問点をただし所信の表明を求めるもの。この質問権は、市町村の重要な意
志を決定し行財政運営を監視する議会の議員がいつでも行使できないと
職責を十分果せないから、議員固有の権能として与えられている。地方議
会の常識に照らした請願の趣旨に強く賛同する。市町村合併２年後に導入
された「議員１人当り年１回２０分」、その２年後の「議員１人当り答弁を含
め年間９０分会派持ち時間制」の制限は議会改革の流れに逆行し、自由活
発な議論の保障をと求めてきた。１８定例会で提出された請願４１件と６７７
９名の署名も否決し続けた責任は重大。不正の温床につながった異常な
質問制限と議会の劣化と腐敗について、教訓を肝に命じ「一般質問とは何
か」の原点にリセットして考えるべき。

（反対討論要旨／自由民主党・舎川議員）
質問時間拡大の決定から１ヶ月も経たずして、本請願を取り上げることは、
昨年度から多くの議論を交えた議会改革検討調査会の合議を、経緯も含
めて軽視するものである。加えて、議会改革検討調査会の委員のひとりで
もある議員が、本請願の紹介議員であることは、本調査会や委員会制度、
そのものを否定する行為である。
請願の受け入れは、当然ながら広く市民から受け入れるべきである一方
で、今回の合議に対し、今後の議会改革検討調査会での検証や精査等に
一定の時間を有することから、現段階で本請願を取り上げることに賛同で
きないものである。よって、本請願に対し反対に至ったものである。

（賛成討論要旨／光・上野議員）
請願は憲法16条に保証された市民の方の権利で、自身の言葉で願いを伝
えられるからこそ、意味があり議員から制限をするものではない。
一般質問において、世代や背景、地域の異なる議員がいるからこそ、同じ
問題に対しても異なる視点で指摘ができる。そのため、会派として統一して
いくばかりではなく、議員個々に与えられる質問時間こそが有意義である。
議事録として形に残る質問には重みがあり、軽視すべきではない。また、
社会情勢は急激に変わっており、定例会毎の持ち時間の割り当てにより、
柔軟に時事に応じて質問が行えるような環境を作る必要性がある。
私達議員は改めて「議会」とは何かを問われ、考える機会を与えられた。だ
からこそ、議会の常識に疑問を持ち、民主的に進めていく議会の姿を見せ
ていく必要性がある。

【請願・陳情①】

議決結果件　　　名 議決日案件番号

自由民主党
（22人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）

会派 誠政
（２人）

光
（２人）

日本維新
の会
（２人）

フォー
ラム38
（１人）
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平成２９年分
請願第７号

小中学校普通教室へのエアコン設置早期実現を求める請願 6/20 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ×

（賛成討論要旨／日本共産党・赤星議員）
今議会の補正予算で中学校２４校の電気設備の調査が予算化されたこと
を歓迎する。来年度は小学校の調査を行いたいとの答弁もあった。しかし
文科省の調査では今年４月１日現在で全国の公立小中学校における普通
教室への設置率は４９．６％。県内では滑川市、小矢部市、舟橋村、上市
町、立山町、入善町、朝日町で１００％完了、他６市で３割から４割台、高岡
市４％、全く０％は富山市だけ。ここまで遅らせてきたことを議会と当局とも
に率直に反省しなければならない。ようやく調査費がついたものの「早けれ
ば４年後から導入」という市長の発言が報道され、「１日でも早く設置してほ
しい」と願い、声をあげるのはとても自然な市民感覚。この請願を採択し、
早期の設置へ議会として最善の努力をすることこそ、市民の代表機関とし
て求められる姿ではないか。

（反対討論要旨／自由民主党・成田議員）
まず、請願は、市民の方々の要望や意見を市政に反映させるために、紹
介議員を通じて提出される制度で、今回の請願も適切に受理され、所管の
委員会にて慎重審議・審査の上、公平・誠実に取り扱われたことから、市
民の請願権を制限していることに該当しない。
小中学校の普通教室へのエアコン早期設置については、過去の定例会に
おいて、多数の会派からも強く要望され、市議会の総意と言っても過言で
はない。当局も実現に向けて取り組んでおり、今定例会において調査委託
費が提案されている事から、我々市議会の思いが伝わっている事は言うま
でもない。
本請願については、市民の方々の要望や意見は市政に反映されているこ
とから願意は達成されており、採択の必要がないものである。

平成２９年分
請願第８号

「おでかけ定期券」を、より利用しやすい制度に変更することを
求める請願

6/20 継続審査

平成２９年分
陳情第１５号

市の書式に従って作った行政書士の代理行為を代理人として
財務部が認めない事についての陳情

6/20 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

平成２９年分
陳情第１６号

委員会のインターネット中継等の活用についての陳情 6/20 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

全会一致で「継続審査」を議決

議決結果議決日件　　　名案件番号

日本維新
の会
（２人）

フォー
ラム38
（１人）

光
（２人）

自由民主党
（22人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）

会派 誠政
（２人）

【請願・陳情②】

※表中の討論要旨については、各議員が発言内容を３５０字以内にまとめたものを掲載しております。

各発言の全文については、「富山市議会インターネット中継」の６月２０日開催の本会議分、または、「平成２９年６月富山市議会定例会会議録」 （８月下旬発行予定）

にて、ご確認ください。
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